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私たちの代理人として議会に送り出しています。 

左から,山田京子(若葉区),長谷川ひろ美(花見川区)  

湯 浅 美 和 子 (美 浜 区 ),小 西 由 希 子 (中 央 区 ) 

福 谷 章 子 (緑 区 ) ,常 賀 か づ 子 (稲 毛 区)  

       （ 市 議 会 議 員） 

   

 

          

 

財
政
分
析
講
座 

講
師
か
ら
一
言 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
摩
住
民
自
治
研
究
所 

事
務
局
長 

大
野
清 

 

昨
年
は
自
治
体
財
政
分
析
な
ど
と
い
う
面
倒
な
テ
ー
マ

で
、
沢
山
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
び
合
い
ま
し
た
。 

市
政
改
革
の
提
案
で
す
。
千
葉
市
は
監
査
委
員
４
人
、

事
務
局
19
人
、
更
に
公
認
会
計
士
に
包
括
外
部
監
査
を
依

頼
し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
不
正
経
理
の
報
道
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
回
何
も
か
も
総
ざ
ら
い
で
監
査
を
し

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
お
ざ
な
り
な
定
期
監
査
で
は
な

く
、会
計
関
係
の
書
類
は
何
も
か
も
確
認
す
る
の
で
す
。(

通

常
は
ご
く
一
部
の
抽
出
監
査
で
す
。)

膨
大
な
手
間
が
か
か

り
ま
す
。
経
費
を
考
え
て
「
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
。」

と
考
え
ま
す
。
し
か
し
で
き
る
の
で
す
。
市
長
が
変
わ
っ

た
今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

ま
ず
常
勤
の
監
査
委
員
が
元
局
長
で
は
無
理
な
の
で
、

利
害
関
係
の
な
い
人
に
交
代
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て

「
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
の
皆
さ
ん
に
書
類
を
片
端
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
の
で
す
。
問
題
意
識
の
な
い
ア
ル

バ
イ
ト
で
は
無
理
で
す
。
市
政
改
革
を
望
み
手
弁
当
で
頑

張
っ
て
い
る
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら

う
の
で
す
。
多
分
報
酬
は
タ
ダ
で
も
喜
ん
で
引
き
受
け
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
効
果
は
抜
群
で
し
ょ
う
。
こ
れ
以
降

は
怪
し
い
会
計
書
類
は
無
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
職
員
に

と
っ
て
も
痛
く
も
な
い
腹
を
探
ら
れ
ず
に
済
み
ま
す
。
し

か
も
費
用
は
タ
ダ
み
た
い
な
も
の
で
す
。
究
極
の
行
政
改

革
か
な
？ 

今
年
も
一
緒
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

熊
谷
市
長
は
、
昨
年
11
月
に
「
脱
・
財
政
危

機
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
危
機
的
状
況
は
な
ん

と
な
く
感
じ
ら
れ
て
も
、
公
開
さ
れ
た
資
料
を

見
た
だ
け
で
は
、
複
雑
な
市
の
財
政
は
、
市
民

に
は
な
か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。 

今
、
全
国
各
市
で
市
民
に
よ
る
財
政
白
書
作

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
破
綻
す
る
ま
で
気

づ
か
な
い
と
い
っ
た
事
態
を
招
か
な
い
よ
う

に
、
市
民
も
財
政
に
つ
い
て
学
び
、
し
っ
か
り

点
検
し
て
い
こ
う
と
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち

ば
で
は
、
財
政
分
析
連
続
講
座
を
開
き
ま
し
た
。 

将
来
に
責
任
を
持
つ
財
政
を 

 

昨
年
７
月
末
か
ら
11
月
の
始
め
に
か
け
て
６

回
に
わ
た
る
講
座
は
35
人
の
参
加
で
始
ま
り

ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
「
増
補
版 
習
う
よ
り

慣
れ
ろ
の
市
町
村
財
政
分
析
」
（
大
和
田
一
紘

著
）
。
昭
和
60
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
ま
で
の

千
葉
市
の
決
算
カ
ー
ド
を
見
て
、
テ
キ
ス
ト
巻

末
に
あ
る
「
決
算
額
の
推
移
」「
歳
入
決
算
額 

の
構
成(

額)

比
の
推
移
」
「
経
常
一
般
財
源
等

の
推
移
」
な
ど
の
分
析
表
に
転
記
し
ま
す
。 

 
経
年
変
化
を
見
る
こ
と
で
、
社
会
状
況
と
の

比
較
を
し
な
が
ら
、
千
葉
市
の
財
政
の
特
徴
を

見
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

市民自治を目指して活動する市民ネットワークちばの広報紙です。ホームページ http://www.chibanet.jpをご覧ください。 
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（（普通会計ベース 千葉市の公表資料より） 

 

 

 

 

右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
が

終
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
の
指
導
の
ま
ま
に
借
金
を
続

け
、
目
的
も
明
確
で
な
い
土
地

を
買
い
、
大
規
模
な
開
発
事
業

を
や
め
な
か
っ
た
千
葉
市
。
他

政
令
市
と
比
べ
て
、
税
の
徴
収

率
が
低
い
千
葉
市
。 

分
析
表
か
ら
さ
ら
に
グ
ラ
フ

を
作
成
し
、
他
自
治
体
と
の
比

較
を
す
る
な
ど
、
財
政
分
析
の

方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

今
後
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

ち
ば
で
は
、
こ
の
財
政
分
析
の

手
法
を
使
っ
て
、
千
葉
市
の
財
政
の
具
体
的
な

問
題
点
を
あ
ぶ
り
出
し
、
将
来
に
責
任
の
持
て

る
財
政
の
あ
り
方
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 
 
 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち
ば
共
同
代
表 

坪
井
は
る
か 

２０１０年１月２０日 

 

画期的な千葉市の事業仕分け 

 ～効率性重視には疑問も～  

         市議会議員 常賀かづ子 

 

国に先立ち実施した千葉市の外部委員による事務

事業評価（事業仕分け）は、市民意見の募集や公開の

場で市民も発言できるという大変画期的なものでし

た。 

対象となった 44 事業の評価結果は「廃止を検討す

べき」34％「市が実施すべきだが要改善」43％「民

間委託あるいは市民団体との連携を図るべき」14％、

現行どおりはゼロという厳しいものでした。 

今まで内部評価だけであったものが、客観的に点検

できたことは有意義でした。しかし、外部委員の意見

は効率性を重視したものが多く、サービスを受ける側

の市民や利用者の声が、予算編成にどこまで反映され

るかは疑問です。 

また事業の中には、「老人つどいの家」等昭和４０

年代から続いている事業や、情報紙「あでるは」と「市

民フォトちば」等類似事業があり、社会情勢の変化に

もかかわらず、事業の目的や必要性など見直ししてこ

なかった市の姿勢も問われます。 

今後、市は、外部評価を継続していくとのことです

が、効率性だけでは測れない事業もあるなど課題も多

く、評価のあり方を再検討しながら進めていくことが

必要です。 

予算編成過程が公開されています。評価結果が平成

22 年度予算にどのように反映されるのか、編成段階

の市民への情報公開、説明責任はきちんとなされるの

かしっかり見守り、声を上げていきましょう。 


